
固定資産台帳更新の流れ（埼玉県和光市）

 和光市では、予算科目と複式簿記の仕訳を一致させる、いわゆる「予算仕訳」を導入することで、資産の形成に関わる予算科目が特定さ
れ、固定資産台帳登録対象がもれなく把握できる体制を整えている。

 整備・更新した固定資産台帳の公表は、個人情報保護の観点から項目を精査（購入先情報や契約先情報、借地条件などは非公表）した
上で、利活用の観点から体系的に並び替えて、市のホームページにおいてエクセル形式により公表している。

所管課 財政課
報告

資産戦
略課

確認

リスト
提供

内部統制が利くようになる 会計課も日々の執行で
科目チェック

【固定資産台帳の更新スケジュール】

【固定資産台帳更新に係る庁内の流れ】

【固定資産台帳の公表項目】

 固定資産台帳の更新にあたり、既存の公
有財産システムや備品管理システムを使
用停止し、公有財産台帳を兼ねた固定資
産台帳システムとして、一本化している。

 これにより、更新作業を効率化できており、
公有財産台帳と固定資産台帳の整合性も
取れている。

 所管課からの報告頼りとなっていた財産
管理が、公会計と結びつけておくことで、
執行データに基づき、資産情報の更新が
漏れなく行えるようになっている。

効果

固定資産台帳と公有財産台帳の一本化

 財政課から執行データ
を資産戦略課に送付。
その後、資産データの確
認・更新を行い、固定資
産台帳の更新が終了。

期首 ９月末 ３月末 ９月末

資産登録する支出
（予算仕訳で把握）

５月末
（出納閉鎖）

資産登録する支出
（予算仕訳で把握）

資産登録
する支出

支出に関連しない
資産の異動

支出に関連しない
資産の異動

固定資産
台帳更新

「財政状況の
公表（上半期）」
（１２月１日）

固定資産
台帳更新

「財政状況の
公表（下半期）」

（６月１日）

固定資産
台帳更新

財産に関する
調書（決算書）
財務書類

（決算議会）

５月分支払については、
個別に該当課に更新依頼

4月分

5月分
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